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岸 

田
　
敏
志
（
１
９
５
３
年
～　

）
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
、
俳
優

　

岡
山
県
真
庭
市
出
身

　

 　

備
前
焼
作
陶
を
40
年
前
か
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。（
陶

名
：
智
作
）

　

 　

代
表
曲
に
「
き
み
の
朝
」「
重
い
つ
ば
さ
」「
黄
昏
」
な
ど
。

Ｔ
Ｖ
は
「
一
年
Ｂ
組
新
八
先
生
」「
渡
る
世
間
は
鬼
ば
か
り
」

他
に
出
演
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
出
演
は
「
ミ
ス
・
サ
イ
ゴ
ン
」

「
屋
根
の
上
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
」
な
ど
他
多
数

　

 　

舞
台
音
楽
監
督
と
し
て
多
数
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
音
楽
を

手
掛
け
て
い
ま
す
。
松
竹
「
ミ
ヤ
コ
蝶
々
物
語
～
女
ひ
と

り
」（
沢
口
靖
子
主
演
）「
カ
ル
メ
ン
故
郷
に
帰
る
」（
藤

原
紀
香
主
演
）
愛
媛
坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
Ｋ

Ａ
Ｎ
Ｏ
」
他

　

 　

ラ
イ
ブ
活
動
は
毎
年
全
国
ツ
ア
ー
を
開
催
。
備
前
焼
ま

つ
り
の
テ
ー
マ
曲
「
備
前
焼
祭
り
」
を
作
っ
て
歌
っ
て
い

ま
す
。

石 
原
　
俊
彦
（
１
９
６
０
年
～　

）
関
西
学
院
大
学
大
学
院

経
営
戦
略
研
究
科
教
授

　

大
阪
府
出
身

　

 　

日
本
の
公
共
経
営
学
者
で
あ
り
会
計
学
者
。
公
認
会
計

士
。
日
本
人
初
の
英
国
勅
許
公
共
財
務
会
計
士
、
一
般
財

団
法
人
大
阪
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
理
事
長

　
岡
　
千
秋
（
１
９
５
０
年
～　

）
作
曲
家

　

備
前
市
日
生
町
鴻
島
出
身

　
　

代
表
作
に
「
浪
花
恋
し
ぐ
れ
」「
長
良
川
艶
歌
」
な
ど
。

　

 　

中
学
卒
業
後
、
歌
手
を
目
指
し
大
阪
で
就
職
、
働
き
な

が
ら
歌
謡
教
室
に
通
い
、作
曲
家
の
道
へ
。
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー

びぜん特別観光大使

び
ぜ
ん
特
別
観
光
大
使
（
50

音
順
）

ム
カ
ッ
ト
と
髭
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
。
低
い
ダ
ミ
声
が
特

徴
。
故
郷
で
あ
る
備
前
市
の
加
子
浦
歴
史
文
化
館
に
は
、

岡
千
秋
の
資
料
を
展
示
し
て
い
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

加
賀
　
翔
（
１
９
９
３
年
～　

）
お
笑
い
芸
人（
コ
ン
ト
）

　

備
前
市
伊
部
出
身

　

 　

賀
屋
壮
也
と
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
か
が
屋
」
を
結
成
。
マ

セ
キ
芸
能
社
所
属
。「
キ
ン
グ
オ
ブ
コ
ン
ト
２
０
１
８
」

で
準
決
勝
に
進
出
し
て
注
目
を
集
め
、
２
０
１
９
年
、

２
０
２
２
年
に
キ
ン
グ
オ
ブ
コ
ン
ト
決
勝
進
出

　

 　

２
０
１
９
年
１
月
に
は
初
の
冠
ラ
ジ
オ
番
組
「
か
が
屋

の
鶴
の
間
」（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
ラ
ジ
オ
）
が
放
送
さ
れ
、
４
月
よ

り
レ
ギ
ュ
ラ
ー
化
さ
れ
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
が
趣
味
で
カ
メ

ラ
マ
ン
と
し
て
連
載
を
も
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
８

月
に
初
の
写
真
集
「
ま
あ
る
い
ふ
た
り
」
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

 　

２
０
２
１
年
11
月
、
故
郷
岡
山
で
破
天
荒
な
父
親
に
振

り
回
さ
れ
な
が
ら
も
、
つ
ら
い
経
験
を
親
友
に
話
す
こ
と

で
少
し
ず
つ
「
笑
い
」
に
変
え
て
い
く
主
人
公
を
、
自
身

に
重
ね
あ
わ
せ
て
描
い
た
小
説
「
お
お
あ
ん
ご
う
」※
を
発

表
し
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

　

 　

お
笑
い
ラ
イ
ブ
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
の
他
、
ド
ラ
マ
や

映
画
な
ど
多
方
面
で
も
活
躍
中
で
す
。

　

 　

※
「
お
お
あ
ん
ご
う
」
と
は
岡
山
の
方
言
で
「
大
ば
か
者
」

と
い
う
意
味
で
、
父
親
の
口
癖
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
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吉 
川
　
隆
（
１
９
５
０
年
～　

）
実
業
家
、㈱
ウ
エ
ス
ト
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
会
長

　

備
前
市
三
石
出
身

　

 　

西
日
本
鐘
商
株
式
会
社
（
現
株
式
会
社
ウ
エ
ス
ト
エ
ネ

ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）
代
表
取
締
役
社
長
、
株
式
会

社
ウ
エ
ス
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
社
長
を
歴

任
。
２
０
０
９
年
11
月
よ
り
現
職

小 

寺
　
あ
や
（
１
９
７
８
年
～　

）
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ　

Ａ
ｒ
ｔ

ｉ
ｃ
ｌ
ｅ
ｓ　

Ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ　

Ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｃ
ｏ
代
表

　

備
前
市
モ
ナ
コ
特
別
観
光
大
使

　

愛
知
県
出
身

　

 　

２
０
０
８
年
に
モ
ナ
コ
公
国
に
て
海
外
交
流
事
業
、
日

本
商
品
の
輸
入
会
社
と
し
て
法
人
設
立
。

　

 　

２
０
１
４
年
か
ら
は
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｍ
Ｃ 

ｂ
ｙ

　

Ｋ
ｏ
ｄ
ｅ
ｒ
ａ
を
開
業
し
、
日
本
関
連
企
業
と
し
て
初

め
て
モ
ナ
コ
公
室
御
用
達
認
定
を
取
得
。
ま
た
、
モ
ナ
コ
・

日
本
間
の
文
化
・
人
的
交
流
促
進
の
た
め
Ａ
ｓ
ｓ
ｏ
ｃ
ｉ

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ　

Ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｃ
ｏ　

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ　

ｏ

ｆ　

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
を
立
ち
上
げ
、
副
会
長
と
し
て
モ
ナ
コ

要
人
と
の
良
好
な
関
係
を
構
築

　

 　

国
家
元
首
ア
ル
ベ
ー
ル
２
世
大
公
専
属
宮
殿
料
理
長
や

モ
ナ
コ
要
人
へ
の
備
前
焼
紹
介
な
ど
モ
ナ
コ
で
の
備
前
焼

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　
小 
長
　
啓
一
（
１
９
３
０
年
～　

）
元
官
僚
、
弁
護
士
（
島

田
法
律
事
務
所
所
属
）

　

備
前
市
新
庄
出
身

　

 　

岡
山
大
学
法
文
学
部
第
一
期
生
と
し
て
卒
業
後
、

１
９
５
３
年
通
産
省
に
入
省
。
１
９
７
１
年
田
中
通
産
大

臣
秘
書
と
し
て
日
本
列
島
改
造
論
を
著
わ
し
ま
し
た
。
そ

の
後
地
方
大
学
で
は
初
め
て
の
通
商
産
業
事
務
次
官
と
な

り
、
退
官
後
は
ア
ラ
ビ
ア
石
油
社
長
、
旧
日
本
経
団
連
副

会
長
（
日
本
経
団
連
顧
問
）
等
を
経
て
、
現
在
、（
一
財
）

産
業
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
理
事
長
。
２
０
２
２
年
瑞
宝
重

光
章
受
章
。

さ 

い
わ
い
　
徹
（
１
９
５
０
年
～　

）
漫
画
家

　

大
阪
市
阿
倍
野
区
出
身
、
和
歌
山
県
印
南
町
在
住

　

 　

熊
沢
蕃
山
没
後
３
３
０
年
を
記
念
し
て
、
過
去
に
蕃
山

を
漫
画
で
描
い
た
こ
と
の
あ
っ
た
さ
い
わ
い
氏
に
漫
画
本

の
制
作
を
依
頼
。
熊
沢
蕃
山
の
功
績
を
紹
介
す
る
「
マ
ン

ガ
ふ
る
さ
と
の
偉
人　

熊
沢
蕃
山
」
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

平
　
美
乃
理
（
２
０
０
４
年
～　

）
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル

　

備
前
市
日
生
町
出
身

　

 　

「
ミ
ス
セ
ブ
ン
テ
ィ
ー
ン
２
０
２
１
」
に
選
ば
れ

１
７
１
㎝
の
高
身
長
を
武
器
に
Ｓ
ｅ
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｅ
ｎ
専

属
モ
デ
ル
と
し
て
活
躍
中
。
ま
た
役
者
と
し
て
様
々
な
作

品
に
出
演
し
、
Ｍ
Ｂ
Ｓ
「
プ
レ
バ
ト
‼
」
の
色
鉛
筆
企
画

で
は
史
上
最
年
少
の
19
歳
で
名
人
初
段
に
昇
格
し
ま
し
た
。



― 189―

頓 
宮
　
裕
真
（
１
９
９
６
年
～　

）
プ
ロ
野
球
選
手

　

備
前
市
浦
伊
部
出
身

　

 　

亜
細
亜
大
学
在
学
中
に
大
学
日
本
代
表
と
し
て
第
29
回

ハ
ー
レ
ム
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ウ
ィ
ー
ク
出
場
。
オ
リ
ッ
ク
ス
・

バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
か
ら
２
０
１
８
年
ド
ラ
フ
ト
２
位
指
名
を

受
け
入
団
。
２
０
２
３
年
パ
・
リ
ー
グ
首
位
打
者
（
打
率

３
割
７
厘
）

三 

國
　
清
三
（
１
９
５
４
年
～　

）
洋
食
料
理
家

　

北
海
道
留
萌
支
庁
管
内
増
毛
町
出
身

　

 　

東
京
四
ツ
谷
の
「
オ
テ
ル
・
ド
ゥ
・
ミ
ク
ニ
」
オ
ー

ナ
ー
シ
ェ
フ
。「
ソ
シ
エ
テ
ミ
ク
ニ
」
代
表
取
締
役
。

２
０
１
５
年
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
よ
り
レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー

ル
勲
章
シ
ュ
バ
リ
エ
を
日
本
の
料
理
人
で
初
め
て
受
勲
。

日
本
遺
産
「
き
っ
と
恋
す
る
六
古
窯-

日
本
生
ま
れ
日
本

育
ち
の
や
き
も
の
産
地
」
の
認
定
に
尽
力
。
子
ど
も
の
食

吉 

原
　
健
正
（
１
９
５
４
年
～　

）
日
本
遺
産
情
報
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
。
㈲
イ
ン
タ
ー
テ
イ
ク
代
表
取
締
役

　

大
阪
府
堺
市
出
身

　

 　

日
本
遺
産
「
近
世
日
本
の
教
育
遺
産
群

−

学
ぶ
心
・
礼

節
の
本
源

−

」
の
構
成
文
化
財
で
あ
る
特
別
史
跡
旧
閑
谷

学
校
の
Ｐ
Ｒ
及
び
伝
統
的
工
芸
品
備
前
焼
の
日
本
遺
産
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
尽
力

びぜん特別観光大使

育
活
動
や
、
家
庭
で
で
き
る
手
軽
な
レ
シ
ピ
を
Ｙ
ｏ
ｕ　

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
山 

本
　
由
伸
（
１
９
９
８
年
～　

）
プ
ロ
野
球
選
手

　

備
前
市
浦
伊
部
出
身

　

 　

高
校
は
宮
崎
県
の
都
城
高
等
学
校
へ
入
学
。
オ
リ
ッ
ク

ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
か
ら
２
０
１
６
年
ド
ラ
フ
ト
４
位
指

名
を
受
け
入
団
。
２
０
１
９
年
に
最
優
秀
防
御
率
の
タ
イ

ト
ル
を
獲
得
。
２
０
２
１
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
野
球
日

本
代
表
で
金
メ
ダ
ル
獲
得
。
２
０
２
１
年
～
２
０
２
３
年

の
３
年
連
続
で
最
多
勝
、
最
優
秀
防
御
率
、
最
多
奪
三
振
、

最
高
勝
率
の
投
手
部
門
４
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
。
２
０
２
３

年
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

に
出
場
し
、
優
勝

　

 　

２
０
２
３
年
12
月
Ｍ
Ｌ
Ｂ
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ド
ジ
ャ
ー

ス
と
契
約

　

 　

２
０
２
４
年
10
月
Ｍ
Ｌ
Ｂ
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ド
ジ
ャ
ー

ス
が
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
を
制
覇
（
山
本
選
手
は
第
２
戦

で
勝
ち
投
手
）


